
1.発生動向 3.栗原支所より
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栗原支所管内定点数：＃は３施設。それ以外は２施設

２．施設対応状況   （過去２週間における支所対応状況）

対応状況 ー ー ー

◎：複数対応中、〇：対応施設あり、ー：対応無し
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＊「1.発生動向」の解釈について

・上段は圏域全体で一週間に診断した患者数
・下段は一つの定点（医療機関）において一週

間に診断した患者数
・下段の定点当たりの数値を表右側の判断基

準と照らし合わせて評価してください。
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【 定点把握対象疾患 】
• インフルエンザは前週より減少しました。

• 新型コロナウイルス感染症は前週より減少

しました。
※１７週から定点医療機関数は、インフルエンザ

/COVID-19定点は３、小児科定点は２となります。

【 集団発生情報 】
新たな集団発生の報告はありません。

【 感染症コラム ～川崎病～ 】
• 主に4歳以下に好発する原因不明の発熱性

疾患で、他人にうつることはないといわれて

います。

• 主な症状は発熱、目の充血、唇や口腔発赤、

発疹、リンパ節の腫れ、手足先が赤く腫れる

などです。

• 小さなお子さんでBCGを注射した場所が紅

く腫れ上がることも特徴です。

• 川崎病は治療をしなくても時間が経てば症

状はなくなりますが、無治療だと25%の人

で心臓の血管（冠動脈）の合併症がみられる

ため、早期に受診することが望ましいです。
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